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４
年
間
必
修
の
「
ゼ
ミ
」
で

自
ら
調
べ
考
え
る
力
を
養
成

大
学
通
信
が
調
査
し
た
『
進
学
校
の
進
路
指

導
教
諭
が
勧
め
る
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
』

（
２
０
２
６
年
度
）
に
お
い
て
、「
小
規
模

だ
が
評
価
で
き
る
大
学
」
で
10
年
連
続
首
都
圏
１
位
、

「
面
倒
見
が
良
い
大
学
」
で
７
年
連
続
首
都
圏
１
位
に

輝
い
た
武
蔵
大
学
。
そ
の
教
育
の
最
大
の
特
長
は
徹
底

し
た
少
人
数
教
育
に
あ
り
ま
す
。

　
「
本
学
で
は
毎
年
約
４
０
０
種
類
の
ゼ
ミ
を
開
講
し
、

全
学
生
が
少
人
数
形
式
の
授
業
も
含
め
履
修
し
て
い
ま

す
。
テ
ー
マ
は
多
彩
で
す
が
、
共
通
す
る
の
は
自
ら
調

べ
、
考
え
、
発
表
し
、
仲
間
と
の
議
論
を
通
じ
て
よ
り

よ
い
結
論
を
導
き
出
す
力
を
養
う
こ
と
で
す
。
こ
う
し

た
学
び
を
４
年
間
継
続
す
る
こ
と
で
、
建
学
の
理
想
で

あ
る
『
自
ら
調
べ
自
ら
考
え
る
力
』
が
身
に
つ
く
」
と

髙
橋
徳
行
学
長
は
説
明
し
ま
す
。

　

ゼ
ミ
は
平
均
13
名
で
構
成
さ
れ
、
教
員
や
仲
間
と
の

距
離
が
近
く
、
学
生
生
活
を
安
心
し
て
送
れ
る
環
境
が

整
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ゼ
ミ
で
は
自
ら
選
ん
だ
テ
ー

マ
を
探
究
で
き
る
こ
と
も
大
き
な
魅
力
で
、
文
学
や
社

会
学
、
経
営
学
な
ど
、
各
自
の
関
心
に
沿
っ
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
ゼ
ミ
は
学
び
の
場
で
あ
り
、
学
生
生
活
の
基
盤
で

あ
り
、
多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
う
場
で
も
あ
り
ま
す
。

日
常
の
中
に
ゼ
ミ
が
根
付
い
て
い
る
環
境
が
『
武
蔵
ら

し
さ
』
を
創
り
出
し
て
い
る
の
で
す
」（
髙
橋
学
長
）

今
春
３
月
に
１
期
生
が
卒
業

国
際
教
養
学
部
が
次
な
る
展
開
へ

２
０
１
５
年
に
経
済
学
部
で
開
始
し
た
パ
ラ

レ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｐ

Ｄ
Ｐ
）
は
、
国
際
教
養
学
部
の
経
済
経
営

学
（
Ｅ
Ｍ
）
専
攻
に
引
き
継
が
れ
、
12
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
今
年
３
月
に
は
国
際
教
養
学
部
の
１
期
生
が
武

蔵
大
学
を
卒
業
し
、
５
月
か
ら
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
学

位
取
得
に
向
け
た
最
後
の
試
験
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
に
本
学
と
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
２
つ
の
学

位
を
取
得
し
た
学
生
は
60
名
に
の
ぼ
り
ま
す
。
現
在
取

得
で
き
る
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
学
位
は
経
済
学
士
号
と
経

済
経
営
学
士
号
の
み
で
す
が
、
２
０
２
７
年
度
か
ら
始

ま
る
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
新
た
に
２
つ
の
学
位
の

取
得
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」（
髙
橋
学
長
）

　

２
０
２
７
年
４
月
に
、
国
際
教
養
学
部
は
「
経
済
・

経
営
・
国
際
関
係
（
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｒ
）
専
攻
」「
ビ
ジ
ネ
ス

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
（
Ｂ
Ｄ
Ｓ
）
専
攻
」「
グ
ロ
ー
バ

ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
（
Ｇ
Ｓ
）
専
攻
」
の
３
専
攻
に
拡
充

し
ま
す
。
こ
の
う
ち
Ｐ
Ｄ
Ｐ
を
提
供
す
る
の
は
Ｅ
Ｍ
Ｉ

Ｒ
専
攻
と
Ｂ
Ｄ
Ｓ
専
攻
で
す
。
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｒ
専
攻
で
は
、

経
済
学
士
号
と
経
済
経
営
学
士
号
に
加
え
「
国
際
関
係

学
士
号
（
26
年
申
請
予
定
）」
の
学
位
取
得
が
、
Ｂ
Ｄ

Ｓ
専
攻
で
は
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
＆
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ナ

リ
テ
ィ
ク
ス
学
士
号
」
の
学
位
取
得
が
目
指
せ
ま
す
。

入
学
定
員
も
増
や
し
、
経
済
系
の
学
び
に
加
え
て
国
際

関
係
論
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、
統
計
学
な
ど
、
幅
広

い
学
び
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
国
際
教
養
学
部
の
設
置
に
よ
り
外
国
籍
の
教
員
も

増
え
、
英
語
の
授
業
の
み
で
卒
業
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
も
整
い
ま
し
た
。
今
後
も
キ
ャ
ン
パ
ス
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
」（
髙
橋
学
長
）

専
門
知
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を

融
合
さ
せ
た
教
育
改
革
を
推
進

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
の
推
進
も
武
蔵
大

学
の
大
き
な
特
徴
で
す
。
全
学
対
象
の
総

合
科
目
で
数
学
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の

基
礎
が
学
べ
る
ほ
か
、
２
０
２
４
年
度
に
は
全
学
生
対

象
の
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
副
専
攻
」
を
設
置
。
さ
ら

に
２
０
２
７
年
度
か
ら
は
、
各
学
部
の
専
門
教
育
と

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
融
合
し
た
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
導
入
し
ま
す
。

　

経
済
学
部
で
は
、
既
存
の
６
コ
ー
ス
に
加
え
「
ビ
ジ

ネ
ス
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
コ
ー
ス
」
を
新
設
し
ま
す
。
同

学
部
で
は
「
デ
ー
タ
分
析
基
礎
演
習
」
を
必
修
と
し
、

専
門
分
野
に
特
化
し
た
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
を
設

置
し
ま
す
が
、「
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
コ
ー
ス
」

で
は
こ
れ
ら
の
科
目
を
学
科
の
枠
を
越
え
て
横
断
的
に

学
ぶ
こ
と
で
実
践
的
な
分
析
力
を
養
い
ま
す
。

　

人
文
学
部
で
は
、
学
科
横
断
型
の
「
デ
ジ
タ
ル
・

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
（
Ｄ
Ｈ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
新

設
。
１
年
次
の
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
で
Ａ
Ｉ
活
用
に

関
す
る
倫
理
教
育
を
盛
り
込
む
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
科

目
で
情
報
技
術
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
修
得
。
Ｄ
Ｈ

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
学
び
を
提
供
し
、

「
多
角
的
な
デ
ー
タ
収
集
・
把
握
能
力
」「
客
観
的
な
情

報
分
析
・
評
価
能
力
」
な
ど
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の

知
識
を
人
文
学
の
領
域
に
応
用
す
る
力
を
磨
き
ま
す
。

　

社
会
学
部
は
２
０
２
７
年
度
か
ら
入
学
定
員
を
増
や

し
、
２
学
科
３
専
攻
体
制
に
移
行
。
社
会
学
科
に
「
社

会
学
専
攻
」
を
、
メ
デ
ィ
ア
社
会
学
科
に
は
「
メ
デ
ィ

ア
社
会
学
専
攻
」
と
「
情
報
社
会
デ
ザ
イ
ン
専
攻
」
を

設
置
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
情
報
社
会
デ
ザ
イ
ン
専
攻
で

は
、
新
し
い
技
術
や
Ａ
Ｉ
な
ど
が
社
会
に
与
え
る
影
響

を
分
析
し
、
社
会
を
ど
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
べ

き
か
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
デ
ー
タ
分
析

の
技
法
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
の
知
識
を
修
得
し
ま
す
。

　
「
現
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
は
複
雑
な
要
素
が
絡
み

合
い
、
一
つ
の
専
門
知
識
だ
け
で
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。

各
学
部
・
学
科
で
深
め
た
『
専
門
知
』
に
、
総
合
科
目

な
ど
を
通
し
て
得
た
幅
広
い
知
識
や
教
養
を
つ
な
げ
る

こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
学
生
独
自
の
『
総
合
知
』
を

作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
就
職
だ
け
で

な
く
そ
の
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
お
い
て
も
大
き
な
力

と
な
る
は
ず
で
す
。
本
学
で
は
、
本
学
の
強
み
で
あ
る

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
＆
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
や
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
教
育
な
ど
、
多
様
な
学
び
を
提
供
で
き
る
環
境

を
、
今
後
も
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
」（
髙
橋
学
長
）

学
生
に
寄
り
添
う
キ
ャ
リ
ア
支
援
と

充
実
し
た
最
先
端
の
学
修
環
境

キ
ャ
リ
ア
支
援
で
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が

納
得
の
い
く
進
路
選
択
を
実
現
で
き
る
よ

う
、
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
先
輩
た
ち
の
就
職
活
動

報
告
書
が
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
社
会
で
活
躍
す
る
先
輩

ら
か
ら
直
接
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
機
会
も
設
け
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
教
職
員
と
先
輩
た
ち
に
よ
る
手
厚
い

支
援
が
、
進
路
納
得
度
97
％
（
26
年
３
月
卒
業
生
実

績
）
と
い
う
高
い
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
本
学
の
教
育
や
学
生
支
援
は
小
規
模
な
ら
で
は
の

細
や
か
さ
が
強
み
で
す
が
、
そ
の
内
容
は
時
代
や
学
生

の
変
化
に
応
じ
て
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
ま
す
」
と
語

る
髙
橋
学
長
。
昨
年
は
新
２
号
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
が
、
食
堂
に
は
昼
休
み
以
外
も
た
く
さ
ん
の
学
生
が

集
ま
っ
て
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
手
元
に
置
い
て
議
論

し
た
り
談
笑
し
た
り
す
る
様
子
を
目
に
し
ま
す
。

　

11
号
館
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
や
グ
ル
ー
プ
ス
タ

デ
ィ
ル
ー
ム
、
大
学
図
書
館
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ス

ペ
ー
ス
な
ど
も
、
多
く
の
学
生
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や

個
人
で
の
学
修
に
活
用
。
キ
ャ
ン
パ
ス
で
過
ご
す
時
間

が
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
、
施
設
面
で
の
サ

ポ
ー
ト
に
も
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「『
ゼ
ミ
の
武
蔵
』
に
代
表
さ
れ
る
学
び
の
ス
タ
イ
ル

や
少
人
数
で
学
ぶ
安
心
感
な
ど
、
本
学
独
自
の
学
習
環

境
は
大
規
模
大
学
に
は
な
い
も
の
で
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス

の
あ
る
江
古
田
の
街
は
都
心
か
ら
も
近
く
、
３
つ
の
大

学
を
有
す
る
学
生
街
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
は
大
ケ
ヤ
キ
や
濯
川
な
ど
豊
か
な
自
然
が
あ

り
、
心
解
き
放
た
れ
る
開
放
的
な
空
間
で
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
大
学
見
学
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
『
武
蔵
ら
し
さ
』
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
」

と
髙
橋
学
長
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
ま
す
。

■2027年度
　武蔵大学の一般選抜
①シンプルで分かりやすい入試
・ 得意な科目を選んでチャレンジできる
・ 共通テスト方式では国公立との併願
に適した5科目受験ができる専攻も

［一般方式］
　2科目型、3科目型
　 2科目グローバル型、3科目グロー
バル型

［大学入学共通テスト方式］
　前期（3科目、5科目）
　後期（2科目、3科目）
②英語資格・検定試験の利用を拡大
・ 2科目グローバル型、3科目グロー
バル型で実施
・ 本学試験日当日の英語試験不要で負
担が1科目減
③全学部の併願が可能
・ 1回の受験ですべての学部に出願可能
・Web出願で併願の手続もカンタン
　 2/2（火）2科目型・2科目グロー
バル型
　2/4（木）3科目型
　2/5（金）3科目グローバル型
④検定料割引制度
・ 割引制度により、複数併願の検定料
負担を軽減
・学部内の併願は無料

2027年度
新カリキュラム
の特長

武蔵大学
〒176-8534　東京都練馬区豊玉上1-26-1
アドミッションセンター　TEL 03-5984-3715
https://www.musashi.ac.jp/

髙
たかはしのりゆき

橋徳行学長
1980年慶應義塾大学経済学部卒業。
98年バブソン大学経営大学院経営学修
士課程修了（MBA）。武蔵大学経済学部
長、副学長などを経て、2022年より現職。

2027年度より新カリキュラムが始動
ゼミで学ぶ専門知とデータサイエンスを
融合し、「総合知」を育成する

Musashi University

武蔵大学

　1922（大正11）年、近代を代表する実業家・政治家の根津嘉一郎が創
設した旧制武蔵高等学校をルーツに持つ武蔵大学。開学以来続く少人数制のゼ
ミナール教育を特色とし、「ゼミの武蔵」として今日まで高い評価を得ています。
　近年は国際教養学部やリベラルアーツ＆サイエンス教育センターを中心に、
グローバル教育と文理融合教育を推進。ロンドン大学とのパラレル・ディグ
リー・プログラムでは、これまでに60人に上る学位取得者を輩出するなど、国
際的に活躍できる人材を育成しています。さらに2027年度からは、全学部で
専門分野とデータサイエンスを融合した新カリキュラムを導入。変化の激しい
社会に対応できる人材の育成を強化しています。

大学HP

SU
MMARY

グローバルな「総合知」を育成する武蔵大学の学びPICK UP

【右】外国籍の教員が多数在籍する国際教養学部グローバルスタディーズ専攻
【左】キャリア支援センターでの全員面談（上）／各学部で学びの成果を発表する場が用意されている（下）
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